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食
料
品
、
電
気
・
ガ
ス
な
ど
生
活
必
需
品
の
値
上
が
り
は
止
ま
る
と

こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
爆
発
的
に
拡
大
し
、

連
日
多
数
の
死
亡
者
が
で
て
い
る
。 

 

に
も
か
か
わ
ら
ず
岸
田
首
相
は
何
ら
有
効
な
対
策
を
と
ら
ず
、
そ
の

上
、
９
月
27
日
に
は
膨
大
な
国
費
（
税
金
）
を
投
入
し
て
安
倍
元
首
相

の
国
葬
（
国
家
葬
）
を
強
行
す
る
。
法
的
根
拠
も
な
く
、
安
倍
元
首
相

の
悪
政
の
数
々
を
「
偉
業
」
と
し
て
称
え
、
労
働
者
民
衆
に
安
倍
弔
意

を
強
制
す
る
違
法
・
違
憲
の
暴
挙
に
断
固
反
対
す
る
。 

 

９
・
27
安
倍
国
家
葬
反
対
闘
争
に
結
集
し
よ
う
。
岸
田
政
権
の
戦
争
・

改
憲
・
生
活
破
壊
攻
撃
と
闘
お
う
。 

 

 
昨
年
末
か
ら
上
が
り
始
め
た
消
費
者
物
価
は
上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。
今
年
８
月
の
東
京
消
費
者
物
価
指
数
は
昨
年
同
月
比
で
２
・

６
％
と
30
年
ぶ
り
の
上
昇
と
な
っ
た
。
特
に
電
気
代
（
29
％
）
ガ
ス
代

（
28
・
５
％
）
が
３
割
近
く
上
昇
、
他
に
食
用
油
（
43
・
８
％
）
、
食

パ
ン
（
14
・
８
％
）
な
ど
と
続
い
て
い
る
。 

 戦
争
・
改
憲
・
生
活
破
壊
の 

９
・
27

安
倍
元
首
相
の

国
家
葬
に

反
対
す
る 

生
活
破
壊
を
ゆ
る
さ
ず 

最
賃
１
５
０
０
円
か
ち
と
ろ
う 

 

岸
田
政
権
を
打
ち
倒
そ
う 



                          

「
円
安
」
誘
導
に
よ
る
物
価
高
騰
、 

大
衆
収
奪
を
ゆ
る
す
な 

 

食
品
の
値
上
げ
は
８
月
（
２
４
３
１
品
目
）
９
月
（
１
６
６
１
品
目
）

と
続
き
、
10
月
に
は
今
年
最
多
の
６
０
０
０
品
目
超
の
値
上
げ
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
労
働
者
民
衆
の
生
活
は
圧
迫
さ
れ
困

窮
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

東
京
都
が
ま
と
め
た
「
２
０
２
２
年 

春
季
賃
上
げ
・
妥
結
状
況
」

に
よ
る
と
、
３
６
８
組
合
の
妥
結
額
（
加
重
平
均
）
は
６
８
６
６
円
、

賃
上
げ
率
は
２
・
16
％
だ
っ
た
。
定
期
昇
給
率
が
２
％
程
度
と
さ
れ
て

い
る
の
で
、
実
質
的
な
賃
上
げ
（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
）
は
０
・
16
％
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
労
働
組
合
の
あ

る
職
場
で
働
い
て
い
る
労
働
者
が
対
象
だ
か
ら
、
全
体
の
４
割
を
占
め

る
非
正
規
労
働
者
は
一
切
無
縁
で
あ
る
。 

 

今
年
10
月
か
ら
地
域
最
賃
（
時
給
）
の
引
き
上
げ
が
実
施
さ
れ
る
。

改
定
額
の
全
国
加
重
平
均
は
９
６
１
円
と
な
り
、
昨
年
度
の
９
３
０
円

か
ら
31
円
の
上
昇
。
１
９
７
３
年
度
に
目
安
制
度
が
始
ま
っ
て
以
降
、

過
去
最
大
の
引
き
上
げ
額
と
な
る
。 

 

と
は
言
う
も
の
の
、
最
高
額
の
東
京
で
１
０
７
２
円
で
あ
り
、
フ
ル

タ
イ
ム
で
働
い
て
も
日
額
８
５
７
６
円
、
月
収
で
18
万
円
そ
こ
そ
こ
で

あ
る
。
最
低
額
の
８
５
０
円
（
沖
縄
）
に
い
た
っ
て
は
何
を
か
言
わ
ん

や
で
あ
る
。
も
と
も
と
低
す
ぎ
る
最
賃
を
、
少
し
あ
げ
た
く
ら
い
で
生

活
が
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
そ
の
上
相
次
ぐ
生
活
必
需
品
の
値
上
げ
で

あ
る
。
今
こ
そ
生
活
で
き
る
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
を
か
ち
と
ろ
う
。 

 

 

消
費
者
物
価
高
騰
の
背
景
に
は
原
油
、
天
然
ガ
ス
の
高
騰
が
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
に
対
し
て
、
Ｇ
７
・
欧
米
諸
国
は
経

済
制
裁
に
踏
み
切
っ
た
。
し
か
し
対
ロ
シ
ア
へ
の
制
裁
は
原
油
、
天
然

ガ
ス
の
不
足
・
高
騰
と
し
て
制
裁
国
に
は
ね
返
り
、
欧
米
諸
国
で
は
８

～
10
％
の
激
し
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
、
労
働
者
民
衆
は
耐
乏

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
英
国
な
ど
で
は
労
働
組
合
が
賃

上
げ
と
生
活
防
衛
を
掲
げ
て
軒
並
み
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
て
い
る
。 

 

日
本
で
は
原
油
、
天
然
ガ
ス
の
高
騰
に
加
え
、
急
速
に
進
ん
だ
「
円

安
」
が
物
価
高
騰
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
燃
料
、
食
料
品
の
ほ
と
ん

ど
を
輸
入
に
頼
る
た
め
、
円
安
が
進
め
ば
燃
料
、
食
料
品
価
格
が
高
騰

す
る
。
日
本
銀
行
に
よ
る
と
、
６
月
の
輸
入
物
価
は
１
年
前
と
比
べ
て

46
％
上
が
っ
た
が
、
そ
の
要
因
の
４
割
以
上
を
円
安
が
占
め
て
い
る
。 

円
相
場
は
２
０
１
０
年
の
１
ド
ル
＝
88
円
か
ら
安
倍
第
二
次
政
権

発
足
１
年
後
の
２
０
１
４
年
に
は
１
０
６
円
と
大
幅
に
円
安
に
進
み
、

そ
の
後
１
１
０
円
前
後
で
推
移
し
て
い
た
が
、
こ
の
間
、
急
速
に
円
安

が
進
み
、
現
在
１
４
０
円
に
至
っ
て
い
る
。 

円
安
が
急
速
に
進
む
最
大
の
理
由
は
、
日
米
の
中
央
銀
行
の
金
融
政

策
の
違
い
だ
。
米
国
の
中
央
銀
行
で
あ
る
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）
が
イ
ン
フ
レ
対
策
で
利
上
げ
を
進
め
る
一
方
、
日
銀
は
金
利
引

き
下
げ
の
金
融
緩
和
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
米
の
金
利
差

が
開
き
、
金
利
が
高
く
運
用
益
が
見
込
め
る
ド
ル
を
買
っ
て
円
を
売
る 
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動
き
が
外
国
為
替
市
場
で
広
が
っ
た
。
３
月
以
降
、
対
ド
ル
で
20
円

以
上
も
円
安
が
進
み
、
物
価
高
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
の
だ
。 

 

政
府
・
日
銀
は
「
円
安
」
を
一
向
に
是
正
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
日

銀
・
黒
田
総
裁
は
「
金
利
を
上
げ
る
と
、
さ
ら
に
景
気
に
下
押
し
圧
力

を
加
え
る
こ
と
に
な
る
」
と
金
融
緩
和
を
続
け
る
立
場
だ
。
政
府
・
日

銀
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
来
、
「
異
次
元
金
融
緩
和
」
を
続
け
、
「
円
安
」

に
誘
導
し
て
き
た
。
「
円
安
」
に
よ
っ
て
大
き
な
利
益
を
得
る
の
は
自

動
車
、
電
機
、
精
密
機
器
、
機
械
な
ど
輸
出
産
業
だ
。
ち
な
み
に
ト
ヨ

タ
自
動
車 

が
５
月
11
日
に
発
表
し
た
２
０
２
１
年
度
連
結
決
算
は
、

売
上
高
が
31
兆
３
７
９
５
億
円
（
前
年
度
比
15
・
３
％
増
）
、
営
業

利
益
が
２
兆
９
９
５
６
億
円
（
同
36
・
３
％
増
）
、
当
期
利
益
２
兆
８

５
０
１
億
円
（
26
・
９
％
増
）
と
莫
大
な
利
益
を
あ
げ
て
い
る
。 

 

一
方
で
不
利
益
を
被
る
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
な
ど
の
輸
入
産
業

だ
が
、
円
安
に
よ
る
輸
入
価
格
の
高
騰
分
は
製
品
価
格
に
転
化
さ
れ

る
。
そ
し
て
そ
の
負
担
は
最
終
的
に
購
入
（
消
費
）
す
る
労
働
者
民
衆

が
負
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
今
の
相
次
ぐ
製
品
の
値
上
げ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
為
替
操
作
に
よ
っ
て
労
働
者
民
衆
の
富
が
独
占
資
本
の

富
に
転
移
す
る
の
だ
。
こ
れ
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
「
大
胆
な
金
融

政
策
」
「
異
次
元
緩
和
」
の
正
体
に
他
な
ら
な
い
。 

 

２
０
２
１
年
度
の
全
産
業
の
経
常
利
益
が
前
年
比
33
・
５
％
増
の

83
兆
９
２
４
７
億
円
と
過
去
最
大
と
な
り
、
企
業
の
「
内
部
留
保
」
も

前
年
比
６
・
６
％
増
の
５
１
６
兆
４
７
５
０
億
円
と
初
め
て
５
０
０
兆 

 

相
次
ぐ
価
格
の
引
き
上
げ
、
労
働
者
民
衆
の
生
活
ひ
っ
迫
に
対
し
て

岸
田
首
相
は
「
無
策
」
で
あ
る
。
「
無
策
」
＝
見
殺
し
政
策
こ
そ
が
岸

田
政
権
の
政
策
な
の
だ
。 

 

そ
の
一
方
で
、
安
倍
元
首
相
の
国
家
葬
を
早
々
と
決
め
た
。
９
月
27

日
に
武
道
館
で
国
内
外
か
ら
６
０
０
０
人
を
集
め
て
実
施
す
る
と
い
う

の
だ
。
そ
の
費
用
と
し
て
全
額
国
費
（
税
金
）
で
２
・
５
億
円
支
出
す

る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
警
備
費
や
外
国
要
人
の
滞
在
費
な
ど
を

含
め
た
全
体
経
費
に
つ
い
て
は
「
葬
儀
後
に
明
ら
か
に
す
る
」
と
し
て

ひ
た
隠
し
に
て
い
る
。
２
０
１
９
年
の
天
皇
即
位
式
典
な
ど
を
参
考
に

す
る
と
、
全
体
の
経
費
は
最
大
で
70
億
円
に
上
る
の
で
は
な
い
か
と
の

試
算
も
あ
る
。 

 
国
葬
と
は
国
家
に
よ
る
葬
儀
だ
が
、
現
在
は
法
的
根
拠
が
な
い
。
戦

前
は
「
国
葬
儀
」
と
呼
ば
れ
、
国
葬
令
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
た

が
戦
後
廃
止
さ
れ
た
。
そ
れ
は
国
葬
儀
が
国
家
神
道
に
も
と
づ
く
祭
政

一
致
の
天
皇
制
儀
式
で
あ
り
、
政
教
分
離
・
信
教
の
自
由
を
否
定
す
る

代
物
だ
か
ら
だ
。 

  

低
金
利
政
策
＝
「
円
安
」
で 

暴
利
を
む
さ
ぼ
る
独
占
資
本 

安
倍
賛
美
と
弔
意
を
強
制
す
る 

国
家
葬
反
対 

 

円
を
超
え
10
年
連
続
で
最
大
を
更
新
し
た
（
財
務
省
公
表
）
。
イ
ン
フ

レ
が
高
進
し
、
労
働
者
民
衆
の
生
活
が
困
窮
し
て
も
、
政
府
・
日
銀
は

「
円
安
」
を
是
正
し
よ
う
と
と
も
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
独
占
資
本
の
利

益
拡
大
に
奉
仕
し
よ
う
と
い
う
の
だ
。
岸
田
政
権
は
「
新
し
い
資
本
主

義
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
表
看
板
で
中
身
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

そ
の
も
の
だ
。 

https://www.asahi.com/topics/word/%E5%A4%96%E5%9B%BD%E7%82%BA%E6%9B%BF%E5%B8%82%E5%A0%B4.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%A4%96%E5%9B%BD%E7%82%BA%E6%9B%BF%E5%B8%82%E5%A0%B4.html


 

安倍元首相の死を悼まない 

 
岸
田
首
相
は
全
国
で
湧
き
上
が
る
反
対
の
声
を
無
視
し
、
違
法
・
違

憲
の
安
倍
国
家
葬
に
莫
大
な
国
費
を
投
じ
、
特
定
秘
密
法
・
共
謀
罪
・

戦
争
法
（
安
保
法
制
）
制
定
な
ど
戦
争
国
家
化
を
推
進
し
、
「
モ
リ
・

カ
ケ
・
サ
ク
ラ
」
と
国
政
を
私
物
化
し
て
は
ば
か
ら
な
か
っ
た
安
倍
の

悪
政
の
数
々
を
「
偉
業
」
と
称
え
て
、
労
働
者
民
衆
に
弔
意
を
強
制
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
こ
ん
な
暴
挙
を
断
じ
て
許
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

岸
田
首
相
は
安
倍
国
家
葬
を
も
っ
て
党
内
基
盤
を
打
ち
固
め
、
議
会

翼
賛
体
制
を
強
化
し
な
が
ら
安
倍
が
「
使
命
」
と
し
て
き
た
改
憲
に
踏

み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
す
で
に
衆
議
院
、
参
議
院
で
は
自
民
・
公
明
・

維
新
・
国
民
な
ど
の
改
憲
勢
力
が
改
憲
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
勢
力

を
占
め
て
い
る
。 

「
台
湾
有
事
」
を
口
実
と
す
る
対
中
国
戦
争
が
公
然
と
準
備
さ
れ
て

い
る
現
在
、
反
戦
・
改
憲
阻
止
の
闘
い
は
労
働
者
・
労
働
組
合
に
と
っ

て
一
刻
の
猶
予
も
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
だ
。
相
次
ぐ
生
活
必
需
品
の

値
上
げ
な
ど
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
乗
じ
た
大
衆
収
奪
強
化
、
コ
ロ
ナ
（
医

療
）
無
策
に
よ
っ
て
多
数
の
死
亡
者
を
生
み
出
し
て
い
る
弱
者
切
り
捨

て
、
さ
ら
に
は
突
如
方
針
転
換
し
た
原
発
の
新
増
設
決
定
な
ど
を
許
さ

な
い
取
り
組
み
と
一
体
の
も
の
と
し
て
闘
お
う
。 

 

各
地
で
取
り
組
ま
れ
る
９
・
27
国
家
葬
反
対
行
動
に
結
集
し
よ
う
。

岸
田
政
権
の
戦
争
・
改
憲
攻
撃
と
対
決
し
よ
う
。
労
働
者
国
際
連
帯
で

反
戦
・
改
憲
阻
止
の
闘
い
に
立
ち
上
が
ろ
う
。
ス
ト
ラ
イ
キ
・
デ
モ
で

闘
お
う
。 

 

９
条
改
憲
＝
自
衛
隊
国
軍
化
・ 

緊
急
事
態
条
項
創
設
ゆ
る
す
な 

 

９・23 
 ９・27 

 

国 葬 反 対  ＆ 
 

○９・２３新橋ＳＬ広場前 リレートーク＆デモ 

○９・２７国葬当日集会＆デモ  
 

主催：国葬反対！安倍元首相の死を悼まない！共同行動 

１７：３０集合 １８：３０デモ出発 

１１：００集会 会場：金華公園（神保町駅徒歩５分） 

１２：００デモ出発 国葬会場＝武道館方面へ 


